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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月25日(2018.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電極が積層
されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第２部材には、光吸収層が設けられており、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
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され、
　第２部材の対向面の傾斜角をθ（単位：度）、第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１

、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但し、ｎ２＜ｎ１）としたとき、
７５．２－５４（ｎ１－ｎ２）≦θ≦８１．０－２０（ｎ１－ｎ２）
を満足する表示装置。
【請求項２】
　前記第２部材の対向面の傾斜角をθ（単位：度）、前記第１部材を構成する材料の屈折
率をｎ１、前記第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但し、ｎ２＜ｎ１）としたとき
、
７６．３－４６（ｎ１－ｎ２）≦θ≦７７．０－２０（ｎ１－ｎ２）
を満足する請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　表示装置を構成する発光素子における傾斜角θのばらつき許容範囲は最大４度である請
求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　表示装置を構成する発光素子において、発光素子から第１部材を介して出射される光の
視野角０度における相対輝度値の変動許容範囲は最大０．５である請求項１に記載の表示
装置。
【請求項５】
　発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度における相対輝度値は、１．
５以上、３．０以下である請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨとしたとき、表示装置を構成する発
光素子における｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝のばらつき許容範囲は最大０．２である請求
項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記ｎ１、ｎ２は、
０．１≦ｎ１－ｎ２≦０．２５
を満足する請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨとしたとき、
０．８≦（４Ｓ／π）１／２／Ｈ≦１．６
を満足する請求項１に記載の表示装置。
【請求項９】
　発光素子から出射し、切頭錐形の軸線と平行に第１部材から出射される光は、第１部材
と対向する第２部材の対向面に衝突したとき、対向面で全反射される請求項１に記載の表
示装置。
【請求項１０】
　発光素子と第１部材とは接している請求項１に記載の表示装置。
【請求項１１】
　各発光素子からの光は第２基板を介して外部に出射される請求項１に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記光吸収層は、可視光の吸収率が９０％以上である請求項１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電極が積層
されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
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　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第２部材には、光吸収層が設けられており、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
される表示装置の製造方法であって、
　第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但
し、ｎ２＜ｎ１）とし、切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨ、Δｎ＝ｎ１

－ｎ２としたとき、Δｎをパラメータとして、第２部材の対向面の傾斜角θと、｛（４Ｓ
／π）１／２／Ｈ｝と、発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度におけ
る相対輝度値との関係を求め、
　所望の｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝の値、及び、傾斜角θのばらつき許容範囲に基づき
、視野角０度における相対輝度値の最大値及び最小値を求め、視野角０度における相対輝
度値の最大値と最小値との差が最小となるように傾斜角θを求め、
　求められた傾斜角θを有する光反射層を製造する表示装置の製造方法。
【請求項１４】
　（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電極が積層
されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第２部材には、光吸収層が設けられており、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
される表示装置の設計方法であって、
　第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但
し、ｎ２＜ｎ１）とし、切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨ、Δｎ＝ｎ１

－ｎ２としたとき、Δｎをパラメータとして、第２部材の対向面の傾斜角θと、｛（４Ｓ
／π）１／２／Ｈ｝と、発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度におけ
る相対輝度値との関係を求め、
　所望の｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝の値、及び、傾斜角θのばらつき許容範囲に基づき
、視野角０度における相対輝度値の最大値及び最小値を求め、視野角０度における相対輝
度値の最大値と最小値との差が最小となるように傾斜角θを求める表示装置の設計方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　尚、本開示は、以下のような構成を取ることもできる。
［Ａ０１］《表示装置：第１の態様》
　（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電極が積層
されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
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　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
され、
　第２部材の対向面の傾斜角をθ（単位：度）、第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１

、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但し、ｎ２＜ｎ１）としたとき、
７５．２－５４（ｎ１－ｎ２）≦θ≦８１．０－２０（ｎ１－ｎ２）
を満足する表示装置。
［Ａ０２］７６．３－４６（ｎ１－ｎ２）≦θ≦７７．０－２０（ｎ１－ｎ２）
を満足する［Ａ０１］に記載の表示装置。
［Ａ０３］表示装置を構成する発光素子における傾斜角θのばらつき許容範囲は最大４度
である［Ａ０１］又は［Ａ０２］に記載の表示装置。
［Ａ０４］表示装置を構成する発光素子において、発光素子から第１部材を介して出射さ
れる光の視野角０度における相対輝度値の変動許容範囲は最大０．５である［Ａ０１］乃
至［Ａ０３］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ０５］発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度における相対輝度値
は、１．５以上、３．０以下である［Ａ０１］乃至［Ａ０４］のいずれか１項に記載の表
示装置。
［Ａ０６］切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨとしたとき、表示装置を構
成する発光素子における｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝のばらつき許容範囲は最大０．２で
ある［Ａ０１］乃至［Ａ０５］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ０７］０．１≦ｎ１－ｎ２≦０．４
を満足する［Ａ０１］乃至［Ａ０６］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ０８］切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨとしたとき、
０．８≦（４Ｓ／π）１／２／Ｈ≦１．６
を満足する［Ａ０１］乃至［Ａ０７］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ０９］発光素子から出射し、切頭錐形の軸線と平行に第１部材から出射される光は、
第１部材と対向する第２部材の対向面に衝突したとき、対向面で全反射される［Ａ０１］
乃至［Ａ０８］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ１０］発光素子と第１部材とは接している［Ａ０１］乃至［Ａ０９］のいずれか１項
に記載の表示装置。
［Ａ１１］各発光素子からの光は第２基板を介して外部に出射される［Ａ０１］乃至［Ａ
１０］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ１２］カラーフィルターを備えている［Ａ１１］に記載の表示装置。
［Ａ１３］第２部材には、光吸収層が設けられている［Ａ０１］乃至［Ａ１２］のいずれ
か１項に記載の表示装置。
［Ａ１４］光吸収層は、第２部材の下部に設けられている［Ａ１３］に記載の表示装置。
［Ａ１５］光吸収層は、第２部材の中間部に設けられている［Ａ１３］に記載の表示装置
。
［Ａ１６］光吸収層は、第２部材の頂部に設けられている［Ａ１３］に記載の表示装置。
［Ａ１７］光吸収層は、第２部材の全体を占めている［Ａ１３］に記載の表示装置。
［Ａ１８］第１部材は、Ｓｉ１－ｘＮｘ、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＴｉＯ２、Ｎｂ２Ｏ５、臭素
含有ポリマー、硫黄含有ポリマー、チタン含有ポリマー、又は、ジルコニウム含有ポリマ
ーから成る［Ａ０１］乃至［Ａ１７］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ１９］第２部材は、ＳｉＯ２、ＭｇＦ、ＬｉＦ、ポリイミド系樹脂、アクリル系樹脂
、フッ素系樹脂、シリコーン系樹脂、フッ素系ポリマー、又は、シリコーン系ポリマーか
ら成る［Ａ０１］乃至［Ａ１８］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ２０］第２部材は、有機材料から成る下層、及び、無機材料から成り、下層の少なく
とも一部を覆う上層から構成されている［Ａ０１］乃至［Ａ１７］のいずれか１項に記載
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の表示装置。
［Ａ２１］上層は下層の全面を覆っている［Ａ２０］に記載の表示装置。
［Ａ２２］上層は下層の頂面を覆っている［Ａ２０］に記載の表示装置。
［Ａ２３］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、開口
部の底面に発光部が設けられている［Ａ２０］乃至［Ａ２２］のいずれか１項に記載の表
示装置。
［Ａ２４］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、第２
部材を構成する上層は、開口部の底面の一部にまで延びており、
　上層の延在部で一部が覆われた開口部の底部に露出した第１電極上に、発光部が設けら
れている［Ａ２０］又は［Ａ２１］に記載の表示装置。
［Ａ２５］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、第２
部材を構成する上層は、開口部の底面の一部にまで延びており、
　上層の延在部で一部が覆われた開口部の底部に露出した第１電極上に、第１補助電極が
形成されており、第１補助電極上に発光部が形成されている［Ａ２０］又は［Ａ２１］に
記載の表示装置。
［Ａ２６］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、第２
部材を構成する上層は、開口部の底面の一部にまで延びており、
　上層の延在部で一部が覆われた開口部の底部に露出した第１電極上から対向面に亙り、
第１補助電極が形成されており、第１補助電極の一部の上に発光部が形成されている［Ａ
２０］又は［Ａ２１］に記載の表示装置。
［Ａ２７］第１部材及び第２部材の上に保護膜及び封止材料層が更に備えられており、
　保護膜を構成する材料の屈折率をｎ３、封止材料層を構成する材料の屈折率をｎ４とし
たとき、
｜ｎ３－ｎ４｜≦０．３
を満足する［Ａ０１］乃至［Ａ２６］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ２８］第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の残部
は第２部材に侵入する［Ａ０１］乃至［Ａ２７］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ２９］１つの発光素子によって１つの画素が構成されている［Ａ０１］乃至［Ａ２８
］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ａ３０］複数の発光素子が集合して１つの画素が構成されている［Ａ０１］乃至［Ａ２
８］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ０１］《表示装置：第２の態様》
　（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電極が積層
されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
され、
　第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但
し、ｎ２＜ｎ１）としたとき、屈折率ｎ１の値、屈折率ｎ２の値、及び、第２部材の対向
面の傾斜角θのばらつき許容範囲に基づき、第２部材の対向面の傾斜角θが決定される表
示装置。
［Ｂ０２］表示装置を構成する発光素子における傾斜角θのばらつき許容範囲は最大４度
である［Ｂ０１］に記載の表示装置。
［Ｂ０３］表示装置を構成する発光素子において、発光素子から第１部材を介して出射さ
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れる光の視野角０度における相対輝度値の変動許容範囲は最大０．５である［Ｂ０１］又
は［Ｂ０２］に記載の表示装置。
［Ｂ０４］発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度における相対輝度値
は、１．５以上、３．０以下である［Ｂ０１］乃至［Ｂ０３］のいずれか１項に記載の表
示装置。
［Ｂ０５］切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨとしたとき、表示装置を構
成する発光素子における｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝のばらつき許容範囲は最大０．２で
ある［Ｂ０１］乃至［Ｂ０４］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ０６］０．１≦ｎ１－ｎ２≦０．４
を満足する［Ｂ０１］乃至［Ｂ０５］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ０７］切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨとしたとき、
０．８≦（４Ｓ／π）１／２／Ｈ≦１．６
を満足する［Ｂ０１］乃至［Ｂ０６］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ０８］発光素子から出射し、切頭錐形の軸線と平行に第１部材から出射される光は、
第１部材と対向する第２部材の対向面に衝突したとき、対向面で全反射される［Ｂ０１］
乃至［Ｂ０７］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ０９］発光素子と第１部材とは接している［Ｂ０１］乃至［Ｂ０８］のいずれか１項
に記載の表示装置。
［Ｂ１０］各発光素子からの光は第２基板を介して外部に出射される［Ｂ０１］乃至［Ｂ
０９］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ１１］カラーフィルターを備えている［Ｂ１０］に記載の表示装置。
［Ｂ１２］第２部材には、光吸収層が設けられている［Ｂ０１］乃至［Ｂ１１］のいずれ
か１項に記載の表示装置。
［Ｂ１３］光吸収層は、第２部材の下部に設けられている［Ｂ１２］に記載の表示装置。
［Ｂ１４］光吸収層は、第２部材の中間部に設けられている［Ｂ１２］に記載の表示装置
。
［Ｂ１５］光吸収層は、第２部材の頂部に設けられている［Ｂ１２］に記載の表示装置。
［Ｂ１６］光吸収層は、第２部材の全体を占めている［Ｂ１２］に記載の表示装置。
［Ｂ１７］第１部材は、Ｓｉ１－ｘＮｘ、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＴｉＯ２、Ｎｂ２Ｏ５、臭素
含有ポリマー、硫黄含有ポリマー、チタン含有ポリマー、又は、ジルコニウム含有ポリマ
ーから成る［Ｂ０１］乃至［Ｂ１６］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ１８］第２部材は、ＳｉＯ２、ＭｇＦ、ＬｉＦ、ポリイミド系樹脂、アクリル系樹脂
、フッ素系樹脂、シリコーン系樹脂、フッ素系ポリマー、又は、シリコーン系ポリマーか
ら成る［Ｂ０１］乃至［Ｂ１７］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ１９］第２部材は、有機材料から成る下層、及び、無機材料から成り、下層の少なく
とも一部を覆う上層から構成されている［Ｂ０１］乃至［Ｂ１６］のいずれか１項に記載
の表示装置。
［Ｂ２０］上層は下層の全面を覆っている［Ｂ１９］に記載の表示装置。
［Ｂ２１］上層は下層の頂面を覆っている［Ｂ１９］に記載の表示装置。
［Ｂ２２］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、開口
部の底面に発光部が設けられている［Ｂ１９］乃至［Ｂ２１］のいずれか１項に記載の表
示装置。
［Ｂ２３］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、第２
部材を構成する上層は、開口部の底面の一部にまで延びており、
　上層の延在部で一部が覆われた開口部の底部に露出した第１電極上に、発光部が設けら
れている［Ｂ１９］又は［Ｂ２０］に記載の表示装置。
［Ｂ２４］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、第２
部材を構成する上層は、開口部の底面の一部にまで延びており、
　上層の延在部で一部が覆われた開口部の底部に露出した第１電極上に、第１補助電極が
形成されており、第１補助電極上に発光部が形成されている［Ｂ１９］又は［Ｂ２０］に



(7) JP 2018-186102 A5 2019.5.9

記載の表示装置。
［Ｂ２５］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、第２
部材を構成する上層は、開口部の底面の一部にまで延びており、
　上層の延在部で一部が覆われた開口部の底部に露出した第１電極上から対向面に亙り、
第１補助電極が形成されており、第１補助電極の一部の上に発光部が形成されている［Ｂ
１９］又は［Ｂ２０］に記載の表示装置。
［Ｂ２６］第１部材及び第２部材の上に保護膜及び封止材料層が更に備えられており、
　保護膜を構成する材料の屈折率をｎ３、封止材料層を構成する材料の屈折率をｎ４とし
たとき、
｜ｎ３－ｎ４｜≦０．３
を満足する［Ｂ０１］乃至［Ｂ２５］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ２７］第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の残部
は第２部材に侵入する［Ｂ０１］乃至［Ｂ２６］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ２８］１つの発光素子によって１つの画素が構成されている［Ｂ０１］乃至［Ｂ２７
］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｂ２９］複数の発光素子が集合して１つの画素が構成されている［Ｂ０１］乃至［Ｂ２
７］のいずれか１項に記載の表示装置。
［Ｃ０１］（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電
極が積層されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
され、
　第２部材は、有機材料から成る下層、及び、無機材料から成り、下層の少なくとも一部
を覆う上層から構成されている表示装置。
［Ｃ０２］上層は下層の全面を覆っている［Ｃ０１］に記載の表示装置。
［Ｃ０３］上層は下層の頂面を覆っている［Ｃ０１］に記載の表示装置。
［Ｃ０４］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、開口
部の底面に発光部が設けられている［Ｃ０１］乃至［Ｃ０３］のいずれか１項に記載の表
示装置。
［Ｃ０５］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、第２
部材を構成する上層は、開口部の底面の一部にまで延びており、
　上層の延在部で一部が覆われた開口部の底部に露出した第１電極上に、発光部が設けら
れている［Ｃ０１］又は［Ｃ０２］に記載の表示装置。
［Ｃ０６］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、第２
部材を構成する上層は、開口部の底面の一部にまで延びており、
　上層の延在部で一部が覆われた開口部の底部に露出した第１電極上に、第１補助電極が
形成されており、第１補助電極上に発光部が形成されている［Ｃ０１］又は［Ｃ０２］に
記載の表示装置。
［Ｃ０７］第２部材には開口部が設けられており、開口部の斜面が対向面に該当し、第２
部材を構成する上層は、開口部の底面の一部にまで延びており、
　上層の延在部で一部が覆われた開口部の底部に露出した第１電極上から対向面に亙り、
第１補助電極が形成されており、第１補助電極の一部の上に発光部が形成されている［Ｃ
０１］又は［Ｃ０２］に記載の表示装置。
［Ｄ０１］《表示装置の製造方法》
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　（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電極が積層
されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
される表示装置の製造方法であって、
　第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但
し、ｎ２＜ｎ１）とし、切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨ、Δｎ＝ｎ１

－ｎ２としたとき、Δｎをパラメータとして、第２部材の対向面の傾斜角θと、｛（４Ｓ
／π）１／２／Ｈ｝と、発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度におけ
る相対輝度値との関係を求め、
　所望の｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝の値、及び、傾斜角θのばらつき許容範囲に基づき
、視野角０度における相対輝度値の最大値及び最小値を求め、視野角０度における相対輝
度値の最大値と最小値との差が最小となるように傾斜角θを求め、
　求められた傾斜角θを有する光反射層を製造する表示装置の製造方法。
［Ｄ０２］所望の｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝の値の代わりに、｛（４Ｓ／π）１／２／
Ｈ｝のばらつき許容範囲に基づき、視野角０度における相対輝度値の最大値及び最小値を
求める［Ｄ０１］に記載の表示装置の製造方法。
［Ｄ０３］《表示装置の設計方法》
　（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電極が積層
されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
される表示装置の設計方法であって、
　第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但
し、ｎ２＜ｎ１）とし、切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨ、Δｎ＝ｎ１

－ｎ２としたとき、Δｎをパラメータとして、第２部材の対向面の傾斜角θと、｛（４Ｓ
／π）１／２／Ｈ｝と、発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度におけ
る相対輝度値との関係を求め、
　所望の｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝の値、及び、傾斜角θのばらつき許容範囲に基づき
、視野角０度における相対輝度値の最大値及び最小値を求め、視野角０度における相対輝
度値の最大値と最小値との差が最小となるように傾斜角θを求める表示装置の設計方法。
［Ｄ０４］所望の｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝の値の代わりに、｛（４Ｓ／π）１／２／
Ｈ｝のばらつき許容範囲に基づき、視野角０度における相対輝度値の最大値及び最小値を
求める［Ｄ０３］に記載の表示装置の設計方法。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電極
が積層されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
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を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
され、
　第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但
し、ｎ２＜ｎ１）とし、切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨ、Δｎ＝ｎ１

－ｎ２としたとき、Δｎをパラメータとして、第２部材の対向面の傾斜角θと、｛（４Ｓ
／π）１／２／Ｈ｝と、発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度におけ
る相対輝度値との関係を求め、
　所望の｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝の値、及び、傾斜角θのばらつき許容範囲に基づき
、視野角０度における相対輝度値の最大値及び最小値を求め、視野角０度における相対輝
度値の最大値と最小値との差が最小となるように傾斜角θが決定される表示装置。
　［２］表示装置を構成する発光素子における傾斜角θのばらつき許容範囲は最大４度で
ある［１］に記載の表示装置。
　［３］表示装置を構成する発光素子において、発光素子から第１部材を介して出射され
る光の視野角０度における相対輝度値の変動許容範囲は最大０．５である［１］に記載の
表示装置。
　［４］発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度における相対輝度値は
、１．５以上、３．０以下である［１］に記載の表示装置。
　［５］切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨとしたとき、表示装置を構成
する発光素子における｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝のばらつき許容範囲は最大０．２であ
る［１］に記載の表示装置。
　［６］前記ｎ１、ｎ２は、
０．１≦ｎ１－ｎ２≦０．２５
を満足する［１］に記載の表示装置。
　［７］切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨとしたとき、
０．８≦（４Ｓ／π）１／２／Ｈ≦１．６
を満足する［１］に記載の表示装置。
　［８］発光素子から出射し、切頭錐形の軸線と平行に第１部材から出射される光は、第
１部材と対向する第２部材の対向面に衝突したとき、対向面で全反射される［１］に記載
の表示装置。
　［９］発光素子と第１部材とは接している［１］に記載の表示装置。
　［１０］各発光素子からの光は第２基板を介して外部に出射される［１］に記載の表示
装置。
　［１１］前記第２部材は、光吸収層を含む［１］に記載の表示装置。
　［１２］（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電
極が積層されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
される表示装置の製造方法であって、
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　第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但
し、ｎ２＜ｎ１）とし、切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨ、Δｎ＝ｎ１

－ｎ２としたとき、Δｎをパラメータとして、第２部材の対向面の傾斜角θと、｛（４Ｓ
／π）１／２／Ｈ｝と、発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度におけ
る相対輝度値との関係を求め、
　所望の｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝の値、及び、傾斜角θのばらつき許容範囲に基づき
、視野角０度における相対輝度値の最大値及び最小値を求め、視野角０度における相対輝
度値の最大値と最小値との差が最小となるように傾斜角θを求め、
　求められた傾斜角θを有する光反射層を製造する表示装置の製造方法。
　［１３］（Ａ）第１電極、発光層を備えた有機層から構成された発光部、及び、第２電
極が積層されて成る発光素子が、複数、形成された第１基板、並びに、
　（Ｂ）第１基板と対向して配された第２基板、
を具備し、
　第１基板は、更に、
　各発光素子からの光を伝播して外部に出射する第１部材、及び、
　第１部材と第１部材との間を占める第２部材、
から成る光反射層を備えており、
　第１部材の形状は、切頭部が発光素子に対向した切頭錐形であり、
　第１部材と対向する第２部材の対向面において、第１部材を伝播した光の一部が全反射
される表示装置の設計方法であって、
　第１部材を構成する材料の屈折率をｎ１、第２部材を構成する材料の屈折率をｎ２（但
し、ｎ２＜ｎ１）とし、切頭錐形の切頭部の面積をＳ、切頭錐形の高さをＨ、Δｎ＝ｎ１

－ｎ２としたとき、Δｎをパラメータとして、第２部材の対向面の傾斜角θと、｛（４Ｓ
／π）１／２／Ｈ｝と、発光素子から第１部材を介して出射される光の視野角０度におけ
る相対輝度値との関係を求め、
　所望の｛（４Ｓ／π）１／２／Ｈ｝の値、及び、傾斜角θのばらつき許容範囲に基づき
、視野角０度における相対輝度値の最大値及び最小値を求め、視野角０度における相対輝
度値の最大値と最小値との差が最小となるように傾斜角θを求める表示装置の設計方法。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种具有结构和结构的显示装置，其中不太可能发
生显示装置的正面亮度的变化。解决方案：显示装置包括通过层叠第一
电极21形成的多个发光元件10，由具有发光层的有机层23构成的​​发光部
分24和第二电极22第一基板11还包括：第一构件51，用于传播来自每个
发光元件10的光并将光发射到外部;以及第二构件51，用于在第一构件51
和第一构件51之间传输光。第一构件51具有截头金字塔形状，其中截头
部分面向发光元件10，并且第一构件51的形状是截头圆锥形状，其中头
部构件面对第一构件51“在中，光穿过第一构件51传播的部分被全反射，
第二构件52的相对面52”朝向第二构件52 theta的倾斜角，第一构件，第
二构件的表面52构成ñ 1 的材料的折射率，n 2 （ 1 ）和时间，θ，正 1 
，n 2 满足预定关系。 发明背景
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